
「神戸町のこれからのまちづくり」に向けて
神戸町第５次総合計画後期基本計画 ・
神戸町第２期総合戦略策定に係る住民アンケート結果について

１．特産地のイメージを強調したまち

２．新旧住民が交流できるまち

３．豊かな緑に囲まれ、ゆとりと潤いあ
る住環境のまち

４．商業・工業・農業等の産業が盛んで
賑わいのあるまち

５．レクリエーション施設が充実したまち

６．豊かな自然を活かし、守り、育てる環
境保全型のまち

７．子どもたちの個性を育てる教育文化
のまち

８．高齢者や障がい者・子どもたちが暮
らしやすい福祉のまち

９．国際交流の盛んなまち

10．医療や保健サービスが充実した健
康のまち

11．道路や下水道といった都市基盤が
整備されたまち

12．鉄道（養老鉄道）、バス等の公共交通
の利便性のよいまち

13．情報や通信機能の発達した高度情
報化のまち

14．災害対策や防犯対策が整った安全
なまち

15．行政情報が十分に公開され、住民参
加によるまちづくりが行われるまち

16．人の出入（観光等による人の流れ）
がさかんな活気のあるまち

17．その他

18．無回答

１.交通の利便性

２.ゴミやし尿の収集状況

３.道路の整備状況

４.河川・水路の整備状況

５.公園や緑地について

６.自然環境の保全

７.騒音・大気汚染・悪臭等の問題

８.日常の買い物の便利さ

９.文化施設（図書館、公民館等）の利用

10.スポーツ（施設、活動の充実度） 

11.子どもの教育施設や教育環境

12.子育て環境（児童福祉、イベント） 

13.医療環境（病院・診療所） 

14.高齢者福祉（施設・設備や体制） 

15.障がい者福祉（施設・設備や体制） 

16.まちの治安

17.道路交通の安全性

18.地震や大雨等の災害時の安全性

19.地域のコミュニティ（近所づきあい） 

20.まちのにぎわい

神戸町が目指すべきまちの姿として、あなたの考えに近いのはどれですか。

※折れ線は平均値。無回答は除く。

2020.12 42020.125

Q住みやすいまちだと思いますか？
　住みやすさについては、「まあまあ住みやすい（42.4%）」が最も多く、次いで「住みやすい（22.5%）」が多く
なっています。特に、「住みやすい」と答えた方が8.7％増加しました。合わせると回答者の約65％を占めていま
す。（前回は約57％）

Q今後も神戸町に住み続けようと思いますか？
　定住意向については、「ずっと神戸町に住みたい（55.5％）」が最も多く、「神戸町外に出ても将来的には神戸町
で落ち着きたい（6.4％）」と合わせると約62％となり、増加しました（前回は約59％）。しかし、「できれば神戸町以
外に転居したい（12.3％）」と回答した方も一定数ありました。
　「できれば神戸町以外に転居したい」と回答した方の理由として、最も多い理由は、前回同様「生活するのに不
便だから（33.0％）」となりました。

Q人口が減少していくことについて、どのようにしていくべきと思いますか？
　今後の方向性については、前回同様、「人口減少は仕方がないが、なるべく減少に歯止めをかけるべき」とする
意見が多くありました。

　町では、平成２７年度に町の最も基本となる将来計画である「第５次総合計画」と、まち・ひと・しごとの創生
の実現に向けた「総合戦略」を策定する際、住民の方の行動や意識の実態を把握することを目的に住民アン
ケートを実施しました。
　今年度、「第５次総合計画」の後期基本計画と、第２期となる総合戦略の策定作業を行っており、この5年間に
町民の皆さまの意識がどのように変化したかを確認するため、再度同じ項目について調査いたしました。
　調査対象は、15歳以上の男女を無作為に抽出した2,000人で、そのうち946人の方から回答が寄せられま
した。お寄せいただいたアンケート結果を十分検討して策定する計画に反映していきます。アンケート結果の
うち、一部を抜粋し、ご紹介します。

■まちの将来像について
　「医療や保健サービスが充実した健康のまち
（45.2%）」「高齢者や障がい者・子どもたちが暮らし
やすい福祉のまち（41.8%）」を望む方が依然多くあ
りました。

■神戸町の現況について
　すべての項目で満足度が増加しました。「まちの治
安」や「ゴミやし尿の収集状況」は依然として満足度
が高い（前回と傾向は同じ）結果となりましたが、「ま
ちのにぎわい」については増加したものの、満足度と
しては前回同様、最も低くなりました。

まちづくり戦略課　　27-0172
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